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木材や合板などに興味のある方々を対象に、ウッドマスター（中級）コ
ース『樹種識別の実際を学ぶ（第２回）』を開催します。木材の組織構造の基
礎と実学に役立つ樹種識別のための知識、また木材の材質に関する基礎知
識を学んでいただき、さらには実習において針葉樹材9樹種と広葉樹材8樹
種の有用樹種について光学顕微鏡で観察して樹種（属レベルまで）識別を
実際に行います。日程は、平成26年11月28日（金）および29日（土）の2日間
で、会費は3万円です。定員は10名ですので、早めにお申し込みください。

第１回ウッドマスター（中級）講習会の様子

◉ 夏の特集

【研究課題】役割を増す集成材、伸び悩む国産材需要、その行方

◉ ジャパン建材フェア 出展 !!
JAPAN DIY HOMECENTER SHOW 2014 初出展 !!

◉ Interview─太田 稔氏に聴く─

日本合板業界の先駆者太田桂助氏
◉ 木材・合板博物館からのお知らせ
第２回ウッドマスター（中級）講習会開催のご案内
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「
量
の
時
代
」
の
終
わ
り
を
見
据
え
て　

│
株
式
会
社
宮
盛
の
新
し
い
フ
ェ
ー
ズ

記
録
を
更
新
す
る
暑
熱
、
熱
帯
ス
コ
ー
ル
の
よ
う
な
雨

が
、
日
本
の
夏
の
定
番
に
な
り
そ
う
で
す
。
秋
田
を
訪
れ

た
の
は
、
そ
ん
な
雨
と
日
照
り
が
繰
り
返
す
日
で
し
た
。

雨
上
が
り
の
澄
ん
だ
空
気
が
緑
の
香
り
を
運
ん
で
き
ま

す
。
こ
の
日
の
訪
問
先
は
、秋
田
県
五
城
目
町
に
あ
る「
株

式
会
社　

宮
盛
」
で
す
。

昭
和
37
年
創
業
の
同
社
は
貼
柾
天
井
板
の
製
造
に
は
じ

ま
り
、
そ
の
後
ラ
ミ
ネ
ー
ト
天
井
板
に
主
製
品
を
移
し
、

「
宮
盛
木
材
化
工
株
式
会
社
」
に
改
組
し
て
後
は
、
構
造

用
集
成
管
柱
の
量
産
体
制
を
確
立
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド
「
柱
の
宮
盛
」
と
し
て
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。
迎
え

て
下
さ
っ
た
の
は
、
伊
藤
信
悦
代
表
取
締
役
で
す
。

応
接
室
の
内
壁
は
ス
ギ
が
斜
め
に
張
っ
て
あ
り
ま
し

た
。「
集
成
材
の
材
料
に
す
る
ラ
ミ
ナ
で
す
。
大
工
さ
ん

が
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
、
と
聞
く
か
ら
、
じ
ゃ
、

右
肩
上
が
り
に
し
て
と
言
っ
た
ら
、
こ
ん
な
感
じ
に
仕
上

げ
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
一
時
は
、『
無
借
金
経
営
続
く
』

な
ん
て
地
元
新
聞
に
紹
介
さ
れ
た
け

ど
、
今
は
そ
う
で
も
な
い
ん
だ
け
ど
ね

（
笑
）」。（
写
真
│
１
）
屈
託
の
な
い
、

お
話
し
ぶ
り
の
伊
藤
社
長
で
す
。「
集

成
材
の
生
産
は
昭
和
63
年
、
構
造
用
に

着
手
し
た
の
は
平
成
６
年
か
ら
で
、
集

成
材
は
も
う
20
年
に
な
り
ま
す
」。
平
成

６
年
か
ら
生
産
を
開
始
し
た
同
社
主
力

製
品
「
パ
ワ
ー
ウ
ッ
ド
」
は
、
80
年
〜
11

年
生
の
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド（
欧
州
ト
ウ
ヒ
）

や
レ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
（
欧
州
ア
カ
マ
ツ
）
材

を
直
輸
入
し
、
量
産
体
制
確
立
と
併
せ
て

低
コ
ス
ト
化
を
は
か
り
、
信
頼
を
獲
得
し

て
き
た
宮
盛
の
主
力
製
品
で
す
。「
集
成
材

の
材
料
と
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の
方
が

品
質
的
に
は
安
定
し
て
い
ま
す
。
強
度
が
高

く
、
見
た
目
も
同
じ
針
葉
樹
の
ス
ギ
に
比
べ

て
節
な
ど
も
少
な
い
、
と
い
う
利
点
が
あ
り

ま
す
」。│

こ
の
た
び
オ
ー
ル
国
産
材
（
ス
ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
）

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
集
成
材
を
開
発
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。（
新
聞
記
事
―
１
）

「
２
０
０
９
年
に
国
が
国
内
木
材
自
給
率
を
50
％
以
上

に
す
る
と
数
値
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
れ
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
製
品
開
発
で
す
。
ス
ギ
は
比
較
的
安
価
だ
が

住
宅
の
主
要
構
造
材
に
す
る
材
料
と
し
て
は
強
度
が
低

い
、
一
方
カ
ラ
マ
ツ
は
国
産
材
の
な
か
で
も
強
度
に
優
れ

て
い
る
。
こ
の
利
点
を
あ
わ
せ
た
集
成
材
で
す
。
外
側
に

カ
ラ
マ
ツ
、
内
側
に
ス
ギ
を
用
い
ま
す
。
秋
田
県
立
大
学

木
材
高
度
加
工
研
究
所
と
森
林
総
合
研
究
所
の
協
力
を

得
て
、
挽
き
板
の
厚
さ
、
貼
り
合
せ
枚
数
な
ど
１
万
２
千

通
り
の
組
合
せ
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
こ
れ
に
約
１

年
か
か
り
ま
し
た
。
21
年
７
月
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
取
得
し
ま
し

夏
の
特
集

◉研究課題

役割を増す集成材、
伸び悩む国産材需要、
その行方

　今、住宅用木質部材として急速に需要を伸ばしているのが集成材です。90年代前半、大手住宅メーカー
が住宅用部材として構造用集成材を採用したことがきっかけとなり、その後続々と他のハウスメーカーやビ
ルダー、そして大工・工務店に至るまで、その需要を伸ばしてきました。住宅の管柱（※1）に集成材が占める
割合は82.4％、通し柱（※2）で94.1％です。住宅着工数が減少するなかでもシェアを拡大し続ける構造用
集成材が、木材利用に大きな役割を果たしています。
　これを、国産材の集成材と外材の集成材との比率で見ると、管柱で国産材30.1％、外材56.3％。通し柱
で国産材9.8％、外材84.3％で、外材の比率が国産材を圧倒しています。（「構造用集成材の生産・需要
動向調査事業報告書」（一財）日本木材総合情報センターより）
　2010年代に入り、日本のスギ、ヒノキなど人工林資源は成熟期を迎えています。戦後の拡大造林の努力
が実を結び、利用可能な高齢級（50年以上の林齢）は30％（平成19年）、このまま10年推移すれば62％
となる見通しで、つまり「採れ頃」の材が需要を待ちかねています。（図－１）
　拡大する集成材需要、その圧倒的な外材比率と成熟期を迎えたわが国の人工林資源。このギャップは
日本の木材事業が抱える最も大きな課題と言えましょう。難題ですが今号特集は、「集成材と国産材需要
の行方」を研究課題に、秋田スギの産地を訪ねました。

図─１　「わが国人工林の齢級別構成」　（「林野庁業務資料」平成19（2007年）年３月31日現在より）

力11）材てし材
方
が

が
高

比
べ

あ
り

新聞記事―１　宮盛のハイブリッド
集成材が掲載された新聞記事

宮盛の集成材工場を伊藤社長に案内していただきました

夏の特集

※１【管　柱】２階建以上の構造物で土台から軒桁まで通っていない柱　
※２【通し柱】２階建以上の構造物で土台から軒桁まで通っている柱

オ
ー
ル
国
産
材
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
集
成
材
の
開
発

写真─１　株式会社宮盛　伊藤社長

齢級１＝樹齢５
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た
。
外
材
を
使
用
し
た
集
成
材
と
同
等
の
強
度
が
あ
り
な

が
ら
、
ス
ギ
の
使
用
で
約
15
％
の
軽
量
化
に
成
功
し
て
い

ま
す
。
欧
州
材
と
ス
ギ
の
組
み
合
わ
せ
で
も
い
い
が
、
そ

れ
で
は
面
白
み
が
な
い
。
オ
ー
ル
国
産
材
と
し
て
供
給
し

た
い
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
で
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
が
主
力
商
品
と
し
て
販
路
を
拡
大
で
き
る
か
ど
う
か

は
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
安
く
た

く
さ
ん
作
り
ま
し
た
か
ら
買
っ
て
下
さ
い
方
式
は
通
用
し

ま
せ
ん
。
作
り
手
の
論
理
で
は
な
く
、
使
う
側
の
論
理
で

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
動
き
ま
す
。
こ
こ
が
高
成
長
時
代
と
違
う

点
で
す
」。

「
集
成
材
メ
ー
カ
ー
は
コ
ス
ト
の
約
８
割
が
原
材
料
費

で
、
粗
利
の
少
な
い
業
界
。
し
ぜ
ん
、
加
工
コ
ス
ト
を
下

げ
て
低
価
格
化
を
は
か
る
競
争
に
な
り
ま
す
。
乾
燥
工
程

も
自
社
工
場
を
大
型
装
置
化
し
て
対
抗
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
競
争
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
全
体

的
に
供
給
過
剰
状
態
の
な
か
で
、
為
替
の
変
動
な
ど
を
換

算
し
て
年
間
に
な
ら
し
て
み
れ
ば
、
低
コ
ス
ト
化
を
は
か

っ
て
も
大
差
な
い
、と
い
う
の
が
偽
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
す
。

縮
小
化
す
る
パ
イ
の
な
か
で
、
い
か
に
シ
ェ
ア
を
獲
得
す

る
か
が
企
業
と
し
て
の
課
題
で
す
。

『
量
の
時
代
』
は
終
わ
り
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
顧
客
が
使
い
た
い
と
望
む
も
の
を
つ

く
り
、
い
か
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
提
供
で
き
る
か
、
そ
う
い

う
ス
タ
イ
ル
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
ま
せ
ん
。

住
宅
市
場
で
は
、
施
主
さ
ん
が
材
料
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト

ま
で
こ
だ
わ
る
注
文
住
宅
系
と
、
建
売
・
分
譲
住
宅
系
と

の
２
極
化
が
進
み
、
こ
の
中
間
が
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
量
産
系
と
も
い
う
べ
き
建
売
・
分
譲
住
宅
系
の
パ

ワ
ー
ビ
ル
ダ
ー
が
勢
い
を
増
し
市
場
価
格
の
主
導
権
を
握

っ
て
い
ま
す
が
、
材
料
の
分
野
で
も
安
か
ろ
う
、
悪
か
ろ

う
の
時
代
で
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
品
質
向
上

や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
る
。
た
だ
市

場
の
大
多
数
が
価
格
競
争
だ
け
の
世
界
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
現
状
が
あ
っ
て
、
弊
社
の
パ
ワ
ー
ウ
ッ
ド
は
10
年
間

の
瑕
疵
補
償
付
き
で
す
が
、
品
質
が
良
く
て
も
そ
れ
を
価

格
に
転
嫁
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
で
も
ク
ォ
リ

テ
ィ
は
落
と
し
た
く
な
い
。
そ
れ
が
ジ
レ
ン
マ
で
す
。

一
つ
だ
け
言
え
る
の
は
、
業
界
全
体
で
川
上
か
ら
川
下

ま
で
、
山
元
か
ら
出
口
ま
で
連
携
し
て
『
木
の
良
さ
』
を

売
り
込
み
、か
つ
事
業
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、

今
以
上
に
工
夫
が
要
り
ま
す
。
そ
う
し
た
連
携
プ
レ
ー
な

し
に
は
、
山
元
に
も
還
元
で
き
な
い
し
、
互
い
の
事
業
成

果
も
半
減
さ
せ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
連
携
プ
レ
ー
を
求

め
て
い
く
た
め
の
情
報
に
は
つ
ね
に
敏
感
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

伊
藤
信
悦
社
長
は
、
地
元
の
銀
行
マ
ン
だ
っ
た
53
歳
の

と
き
、
宮
盛
の
創
業
者
か
ら
請
わ
れ
て
同
社
の
経
営
陣
に

加
わ
り
ま
し
た
。
無
垢
天
井
板
か
ら
住
宅
用
構
造
用
集
成

材
へ
、
市
場
動
向
を
キ
ャ
ッ
チ
し
つ
ね
に
新
た
な
製
品
へ

シ
フ
ト
し
て
き
た
㈱
宮
盛
は
、
オ
ー
ル
国
産
材
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
集
成
材
の
製
品
で
新
た
な
販
路
を
開
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。
構
造
用
集
成
材
メ
ー
カ
ー
、
㈱
宮
盛
の
新
し
い

フ
ェ
ー
ズ
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
規
模
木
造
建
築
時
代
の
到
来
を
射
程
化
す
る

│
秋
田
グ
ル
ー
ラ
ム
株
式
会
社

Ｊ
Ｒ
大
館
駅
か
ら
車
で
約
５
分
、
大
館
樹
海
ド
ー
ム
の

円
形
ド
ー
ム
が
夏
の
日
差
し
を
照
り
返
し
て
白
く
輝
い
て

い
ま
す
。
総
敷
地
面
積
１
３
０
・
９
４
０
㎡
。
ド
ー
ム
の

高
さ
52
m
、
ド
ー
ム
の
長
径
１
７
８
ｍ
は
木
造
建
築
と
し

て
世
界
最
長
の
ス
パ
ン
で
す
。
樹
海
ド
ー
ム
最
大
の
特
徴

は
、
秋
田
ス
ギ
に
よ
る
大
断
面
集
成
材
の
屋
根
ト
ラ
ス
で

す
。（
写
真
│
２
）
ス
ギ
は
構
造
材
と
し
て
強
度
に
問
題

が
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
樹
海
ド
ー
ム
は
挽
き
板

の
１
枚
ご
と
に
ヤ
ン
グ
係
数
を
測
定
し
、
係
数
ご
と
に
所

定
の
位
置
に
配
す
る
こ
と
で
大
断
面
集
成
材
を
構
成
し
、

大
架
構
を
支
え
る
充
分
な
強
度
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
設

計
は
、
伊
藤
豊
雄
建
築
設
計
事
務
所
・
竹
中
工
務
店
設
計

協
同
企
業
体
。
平
成
９
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。

こ
の
樹
海
ド
ー
ム
に
、
建
築
部
材
と
な
る
大
断
面
構
造

用
集
成
材
を
生
産
、
提
供
す
る
企
業
体
と
し
て
、
平
成
６

　集成材は、挽き板（ラミナ）や小角材を材
料とします。大きな節や割れなどの欠点を
取り除き、その繊維方向を平行に揃えて、
厚さ、幅及び長さの方向に集成接着をした
木質材料です。その用途により、建物の内
部造作など非耐力部材に用いられる造作
用、建物の骨組みなどの耐力部材に用いる
構造用の２種類があります。日本農林規格
（JAS）は、これをさらに造作用集成材、化
粧ばり造作用集成材、化粧ばり構造用集成
材、構造用集成材の４つに分類し、その品
質や性能の基準を定めています。
　近年は、構造用集成材の需要の高まりが
あるものの、国内生産量、輸入量ともに右
肩上がりとはいえません。（図－２）
　集成材は高次の加工が施された工業製
品であり、製材品に比べて
以下のような特性をもちま
す。（図－３）
　あらかじめ所定の含水率
に乾燥した挽き板を材料と
するので、材内部の含水率
のバラツキが少なく、木材
特有の割れ、反り、曲がり、
ねじれ等の狂いが生じにく
く、安定した寸法精度が得
られます。
　集成材は、接着技術の向
上が、高い耐久性能をもた
らすようになりました。ま
た、防腐処理をした挽き板
を積層接着することで、耐
朽性を高めた部材の製造も
可能です。木橋など野外建
築物にも使用されていま
す。
　挽き板の段階で節、割れ、

目割れなどの欠点をあらかじめ取り除く
ので、小さな節等の欠点は製品内に分散さ
れ、強度のバラツキの少ない均質な部材
ができます。構造用集成材の場合は、挽き
板を目視や機械的方法で等級区分（グレー
ディング）し、用途に応じて適切に組み合
わせるので、強度性能の安定した長尺大断
面の部材が得られます。建築基準法による
性能規定に対応した強度性能が表示かつ
保証されるので、高い信頼性があります。
　木材は確かに燃えますが、その平均炭化
速度は１分間に0.6～0.8mm程度です。ま
た大きな断面の木材では、炭化層の熱伝導
率が低いため、温度がなかなか上昇しませ
ん。このため、表面が燃えて炭化しても内
部の木材は鉄のように軟化せず、強度を保

ち続けます。このような性質を利用して以
下（図─４）のような燃えしろ設計が可能
になります。
　幅、厚さ、長さ方向を自由に接着調整で
きるため、長大材や湾曲材などの製造が可
能です。このため自由なデザイン、構造計
算によって必要とされる強度の部材を供
給できます。

図─４　燃えしろ設計
（「集成材のはなし」日本集成材工業協同組合より）

図─２　「集成材の国内生産量及び輸入量の推移」

図─３　構造用集成材の製造工程　（「集成材のはなし」日本集成材工業協同組合より）

集成材とは─製造工程と特徴─

「ふれあい館」
五城目町の中心部にあり、江戸時代から続く朝市が開かれる
こともあり、地元の人々の交流の場として親しまれている

価
格
競
争
に
走
る
限
界

木
造
世
界
最
大
級
、
白
く
輝
く
大
館
樹
海
ド
ー
ム

日本集成材工業協同組合調べ
財務省関税局「日本貿易統計」

夏の特集
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写真─３　右から安保寿悦専務取締役、畠山智総務部長、田村寿製造部長、阿部武志営業
部長からお話を伺った

年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、
秋
田
グ
ル
ー
ラ
ム
株
式
会
社
で

す
。
大
館
市
花
岡
町
に
同
社
を
訪
ね
ま
し
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

木
の
香
り
が
た
つ
応
接
室
で
迎
え
て
下
さ
っ
た
の
は
、

安
保
寿
悦
専
務
取
締
役
、
畠
山
智
総
務
部
長
、
阿
部
武
志

営
業
部
長
、
田
村
寿
製
造
部
長
の
４
氏
。（
写
真
│
３
）

│
ス
ギ
は
構
造
用
集
成
材
の
材
料
と
し
て
難
し
い
と

聞
い
て
い
ま
す
が

「
確
か
に
、
欧
州
材
な
ど
に
比
べ
柔
ら
か
い
と
い
う
特

性
は
あ
り
ま
す
。
弊
社
は
量
産
メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
、
樹

種
が
何
で
あ
れ
構
造
計
算
に
適
う
部
材
を
、
少
量
多
品
種

で
受
注
生
産
し
て
供
給
す
る
こ
と
を
メ
イ
ン
と
し
て
い
る

の
で
、
受
注
し
て
か
ら
樹
種
選
定
を
経
て
構
造
計
画
に
入

る
と
い
う
順
序
で
す
。
な
の
で
、
一
般
的
に
ス
ギ
自
体
が

集
成
材
に
向
い
て
い
な
い
と
か
、
と
い
う
捉
え
方
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
顧
客
側
か
ら
樹
種
の
指
定
が
あ
れ
ば
別
で
す

が
、
当
社
で
取
り
扱
う
樹
種
は
ベ
イ
マ
ツ
が
約
６
割
、
次

が
カ
ラ
マ
ツ
、
ス
ギ
、
レ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
の
順
に
な
り
ま
す
。

建
築
物
は
主
に
官
庁
関
係
で
す
が
、
民
間
施
設
も
対
応

し
て
き
て
お
り
ま
す
。
国
に
は
、
公
共
建
築
物
等
木
材
利

用
促
進
法
な
ど
に
示
さ
れ
る
方
向
性
は
あ
り
ま
す
が
、
現

行
建
築
法
等
に
よ
る
高
層
建
築
の
制
約
が
あ
り
、
急
に
は

増
え
て
い
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
持
っ
て
い
ま

す
。
で
は
、
弊
社
の
ス
ペ
ッ
ク
は
ど
こ
に
ど
う
活
か
し
て

い
け
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
目
下
の
課
題
で
す
。
で
す

か
ら
現
状
は
け
っ
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）」。

「
弊
社
の
設
立
は
、
樹
海
ド
ー
ム
建
設
の
た
め
に
、
と

り
あ
え
ず
地
元
材
で
構
造
用
集
成
材
を
生
産
で
き
る
工
場

が
あ
る
べ
き
、
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。
ノ
ウ

ハ
ウ
は
、
弊
社
の
第
１
期
生
が
セ
ブ
ン
工
業
（
※
３
）
さ

ん
で
研
修
し
、
そ
の
後
も
技
術
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
一

か
ら
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
樹
海
ド
ー
ム
竣
工
後
、
そ

の
先
の
継
続
的
な
事
業
体
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
は
希
薄
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
後
の

10
年
は
ひ
じ
ょ
う
に
厳
し
い
経
営
状
態
を
経
験
し
て
き
ま

し
た
（
笑
）」。

「
木
造
大
規
模
建
築
に
必
要
と
さ
れ
る
大
断
面
構
造
用

集
成
材
に
つ
い
て
は
、
設
計
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
少
な
い
の
で
、
私
ど
も
は
構
造
計
画
の
段
階
か

ら
お
手
伝
い
を
し
て
い
く
な
か
で
進
め
る
と
い
う
事
業
ス

タ
イ
ル
で
、
は
じ
め
に
構
造
計
画
あ
り
き
の
世
界
で
す
。

近
い
将
来
に
大
規
模
木
造
な
ど
を
射
程
に
す
る
、
先
端
的

な
問
題
意
識
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
大
断
面
の
企
画
を
誰

で
も
設
計
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
語

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
筋
縄
で
は
な
か
な
か
い
か
な
い
の

が
現
状
で
す
。
鉄
の
よ
う
な
均
一
な
規
格
と
は
異
な
り
、

木
材
の
場
合
は
樹
種
や
、
強
度
な
ど
に
検
討
が
そ
れ
ぞ
れ

に
必
要
で
す
し
、
例
え
ば
施
設
計
画
の
場
所
に
よ
っ
て
も

北
の
雪
国
と
南
で
は
、
安
全
を
ど
う
み
る
か
に
大
き
な
違

い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
梁
の
大
き
さ
一
つ
と

写真─７　大館樹海ドームに隣接する大館市樹海体育館

①構造用集成材は断面の大きさから、大断面、中断面、小
断面に区分されます。
　大断面：短辺15cm以上、断面積300cm2以上のもの。
　中断面：短辺7.5cm以上、長辺15cm以上のもの。
　小断面：短辺7.5cm未満または長辺15cm未満のもの。
②ラミナの構成例
　ラミナ（挽き板）の構成によって、同じ品質のラミナを
積層した同一等級構成集成材と、外側の層ほど強度の強い
ラミナを配置して積層した異等級構成集成材（対称構成、
非対称構成、特定構成）に区分されます。（図－５）
　異等級構成集成材のうち、ラミナの品質の構成が中心軸
に対して対象であるものを対称構成、より強度を要求され
る側のラミナの基準を強くし、その構成が中心軸に対して
対称でないものを非対称構成と呼びます。また対称異等級
構成のうち、曲げ性能を優先したラミナ構成を特定対称構
成といいます。
③強度等級
　強度等級は曲げヤング係数（たわみにくさの指標を表す
Ｅ）と曲げ強さを示すＦの組合せの等級区分により表示さ
れます。Ｅ－Ｆの等級は樹種のやラミナの構成により何種
類もあります。（表－１）

図─５　ラミナの構成例
（「集成材のはなし」日本集成材工業協同組合より）

表─１　構造用集成材の強度等級　
（「集成材のはなし」日本集成材工業協同組合より）

※３【セブン工業】セブン工業株式会社　営業内容：集成材等を利用した住宅部
材の製造販売及び付帯事業　所在地：本社／岐阜県美濃加茂市牧野1006番地

構造用集成材の日本農林規格（JAS）

写真─２　大館樹海ドーム天井部分の構造

大
規
模
大
断
面
の
需
要
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
い
う
現
状

大
規
模
木
造
建
築
の
将
来
を

引
き
寄
せ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
担
う

写真─４　長さ10mにも及ぶアー
チ型の集成材

写真─５　秋田グルーラムの工場を田村製造部長に案内していた
だきました

写真─６　フィンガージョ
イント部

夏の特集
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人
で
す
。
以
下
に
順
不
同
で
先
生
方
の
発
言
要
旨
。（
写

真
│
11
）

●
ス
ギ
樹
齢
が
45
〜
50
年
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
の
は
秋

田
ス
ギ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
全
国
ど
こ
の
県
で
も

一
緒
で
す
。
み
ん
な
使
い
頃
に
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
大

量
に
あ
る
。
需
給
関
係
か
ら
見
れ
ば
明
ら
か
な
供
給
過
剰

で
、
値
下
が
り
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
も
山
元
が
苦
し
ん
で

い
る
要
因
で
す
。

●
し
か
も
国
産
材
が
安
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
使
っ

て
も
ら
え
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
と
い
う
点
が
難
し
い
。

そ
れ
で
も
何
と
か
需
要
を
拡
大
し
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
を
め

ざ
し
た
い
の
が
共
通
の
思
い
で
、
公
共
建
築
物
等
木
材
利

用
促
進
法
（
平
成
22
年
度
施
行
）
も
、
森
林
・
林
業
再
生

プ
ラ
ン
（
図
│
６
）
な
ど
も
、
そ
こ
か
ら
発
し
て
い
て
、

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

●
日
本
中
が
住
宅
用
材
と
し
て
同
じ
も
の
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
し
か
も
ス
ギ
で
。
そ
の
大
消
費
地
で
あ
る
関
東
首

都
圏
、
中
部
、
関
西
に
製
品
が
流
れ
て
い
け
ば
、
そ
こ
は

価
格
競
争
だ
け
、
と
い
う
世
界
が
待
っ
て
い
ま
す
。

●
ど
こ
の
県
行
政
も
県
産
材
需
要
の
拡
大
を
言
っ
て
ま

す
。
秋
田
で
は
公
共
建
築
物
木
材
利
用
促
進
法
に
先
立
っ

て
公
共
物
の
木
造
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
地

産
地
消
と
い
っ
て
も
そ
の
需
要
の
絶
対
量
は
ひ
じ
ょ
う
に

少
な
い
の
が
現
実
で
す
。

●
日
本
は
加
工
と
乾
燥
の
費
用
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
ぼ

倍
。
そ
の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
と
な
れ
ば
大
規
模
化
は
避
け

ら
れ
な
い
。
で
も
、
日
本
中
に
大
規
模
加
工
工
場
を
建

て
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
需
要
の
パ
イ
は
限

ら
れ
て
い
る
か
ら
、「
バ
ス
に
早
く
乗
っ
た
者
勝
ち
」
と

い
う
こ
と
で
は
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
と
は
言
え
な
い
。
方
向
の

一
つ
と
し
て
大
規
模
化
は
進
む
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
可
否

は
メ
ー
カ
ー
の
側
に
ど
れ
だ
け
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
能
力
が

あ
る
か
、
市
場
に
売
り
さ
ば
け
る
か
、
と
い
う
問
題
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
あ
り
方
が
、
山
か

ら
工
場
に
材
が
集
ま
る
か
集
ま
ら
な
い
か
に
も
直
結
し
ま

す
。
例
え
ば
今
、
九
州
地
方
の
材
は
宮
崎
に
集
中
す
る
。

県
な
ど
行
政
単
位
の
枠
を
超
え
た
地
域
内
の
ス
ケ
ー
ル
で

モ
ノ
が
動
く
世
界
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
例
え
ば
Ｌ
Ｖ
Ｌ
な
ら
、
木
更
津
で
他
県
の
県
産
材
の
加

工
を
し
て
い
ま
す
。
大
断
面
の
集
成
材
加
工
工
場
も
、
そ

う
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
秋
田
グ
ル
ー

ラ
ム
さ
ん
は
遠
隔
地
の
県
産
材
の
加
工
を
し
て
い
る
。
近

い
将
来
に
大
規
模
木
造
の
施
設
需
要
は
こ
れ
か
ら
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

●
地
の
利
を
い
か
し
た
地
域
エ
リ
ア
を
想
定
す
る
な
ら
、

例
え
ば
そ
れ
は
北
東
北
３
県
で
と
か
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
エ

リ
ア
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

●
秋
田
も
し
く
は
北
東
北
の
強
み
は
、
地
域
の
伝
統
産
業

が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
樺
細
工
（
角
館
）、

曲
げ
わ
っ
ぱ
（
大
館
）、
秋
田
杉
桶
樽
（
能
代
、
大
館
）

と
イ
ン
テ
リ
ア
家
具
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
を
追
求
す
る
こ

と
も
、
一
つ
の
方
向
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
大
量
生

産
品
に
は
な
い
、
付
加
価
値
の
高
さ
を
問
題
に
す
る
世
界

は
単
価
も
効
率
的
で
す
。
例
え
ば
、
木
材
の
大
型
加
工
工

場
で
は
10
人
や
20
人
と
い
う
最
小
人
数
で
ラ
イ
ン
を
動
か

し
て
い
ま
す
が
、
一
方
、
曲
げ
わ
っ
ぱ
の
工
場
で
は
、
老

若
男
女
30
人
以
上
の
人
が
働
い
て
い
た
り
し
ま
す
。
地
域

の
雇
用
効
果
や
地
域
に
人
を
残
す
こ
と
も
考
え
れ
ば
、
そ

っ
て
も
ま
っ
た
く
違
っ
た
も
の
な
り
ま
す
。
木
造
大
規
模

建
築
の
設
計
・
施
工
の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
性
能
基
準
を
満

た
し
て
い
れ
ば
安
全
と
い
い
き
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
経

験
も
含
め
た
蓄
積
が
こ
れ
か
ら
も
必
要
な
世
界
で
す
。

こ
の
動
き
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
人
材
を
増
や

す
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
技
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
を

企
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
ス
ケ
ー
ル
を
伴
っ
た
人
材
も
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
と
技
術

を
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
が
弊
社
の
役
割
で
あ
り
、

そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
担
う
こ
と
で
、
新
し
い
木

造
建
築
の
時
代
を
引
き
寄
せ
る
。
そ
れ
が
秋
田
グ
ル
ー
ラ

ム
の
生
き
残
り
戦
略
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ニ
ッ
チ
な
受
注
生
産
に
、
少
量
多
品
種
で
対
応
す
る
弊

社
は
、
量
産
工
場
に
で
き
な
い
付
加
価
値
で
勝
負
し
ま

す
。
そ
の
ス
ペ
ッ
ク
を
と
こ
と
ん
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
素
材
生
産
で
も
１
本
、
２
本
の
単
位
か
ら
特
殊
な
も

の
で
あ
れ
ば
生
産
可
能
で
す
。
問
屋
さ
ん
経
由
で
も
、
建

材
屋
さ
ん
経
由
で
も
い
ず
れ
も
対
応
可
能
で
す
。
量
産
工

場
さ
ん
な
ら
特
殊
な
も
の
だ
と
、
あ
る
程
度
ロ
ッ
ト
を
必

要
と
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
湾
曲
材
や
特
殊
な
形
状
を
含

め
て
弊
社
の
工
場
な
ら
可
能
で
す
。
幅
は
ぎ
材
な
ら
最
大

幅
６
０
０
㎝
、
高
さ
２
ｍ
ま
で
可
能
で
す
。
納
期
の
早
さ

に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
」。◇

◇
◇
◇
◇
◇

こ
の
後
、
秋
田
グ
ル
ー
ラ
ム
の
工
場
を
田
村
製
造
部
長

に
ご
案
内
し
て
い
た
だ
き
（
写
真
│
４
、５
、６
）、
畠
山

総
務
部
長
に
は
大
館
樹
海
ド
ー
ム
、
さ
ら
に
隣
接
す
る
大

館
市
樹
海
体
育
館
を
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
田
県
立
大
学
木
材
高
度
加
工
研
究
所

│
木
材
産
業
の
現
状
と
課
題
を
聞
く

能
代
市
海
詠
坂
に
あ
る
秋
田
県
立
大
学
木
材
高
度
加
工

研
究
所
は
、
大
学
付
属
機
関
と
し
て
唯
一
「
木
材
」
を

冠
し
た
専
門
教
育
・
研
究
機
関
で
、
所
長
以
下
専
任
教

員
13
名
を
は
じ
め
、
特
任
助
教
、
技
術
者
、
事
務
職
員
等

40
名
の
職
員
が
い
ま
す
。「
秋
田
県
の
木
材
産
業
を
資
源

依
存
型
か
ら
技
術
立
地
型
に
転
換
す
る
た
め
の
基
盤
の
確

立
」
を
目
的
に
、
１
９
９
５
年
に
設
立
さ
れ
た
秋
田
県
立

農
業
短
期
大
学
付
属
木
材
高
度
加
工
研
究
所
が
前
身
で
、

２
０
０
６
年
に
公
立
大
学
法
人
と
な
り
ま
し
た
。

研
究
者
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
つ
く

り
、
メ
ン
バ
ー
は
必
要
に
応
じ
て
可
変
で
、
効
率
的
な
研

究
を
進
め
る
体
制
で
す
。
研
究
成
果
の
民
間
移
転
や
情
報

共
有
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
、
公
益
財
団
法
人
秋
田
県

木
材
加
工
推
進
機
構
が
施
設
内
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

所
長
の
林
知
行
先
生
に
、
施
設
内
を
案
内
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、研
究
所
の
概
要
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
写
真
│
８
）
本
館
に
続
く
研
究
棟
３
階
は
、
木
質
天
井

の
開
放
感
あ
る
ワ
ン
フ
ロ
ア
形
式
で
、
人
と
情
報
の
自
由

な
交
流
を
感
じ
さ
せ
る
空
間
で
す
。
屋
外
に
は
、
実
大
構

造
物
の
強
度
試
験
を
行
う
反
力
床
と
レ
ー
ル
を
備
え
た
屋

外
試
験
場
、
屋
外
曝
露
試
験
用
設
備
、
気
象
観
測
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
広
い
敷
地
を
利
用
し
た
野
外
研
究
施
設
が
あ
り

ま
す
。（
写
真
│
９
、
10
）

２
０
１
２
〜
２
０
１
４
年
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
テ
ー
マ

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、（
Ⅰ
）「
森
林
資
源
を
活
用
し
た

持
続
的
な
循
環
型
社
会
の
形
成
」
を
テ
ー
マ
に
、
①
ス
ギ

人
工
林
資
源
の
安
定
利
用
・
供
給
シ
ス
テ
ム
、
②
木
質
系

新
材
料
の
開
発
、
③
省
エ
ネ
型
建
築
構
法
、
さ
ら
に
（
Ⅱ
）

そ
の
他
の
テ
ー
マ
、
そ
し
て
（
Ⅲ
）
次
世
代
シ
ー
ズ
研
究

と
し
て
各
教
員
・
研
究
者
の
自
由
な
発
想
に
よ
る
テ
ー
マ

な
ど
、
幅
広
く
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

林
知
行
先
生
は「
今
さ
ら
聞
け
な
い
木
の
は
な
し
」、「
プ

ロ
で
も
意
外
に
知
ら
な
い
《
木
の
知
識
》」
な
ど
の
著
書

が
あ
り
ま
す
。
先
生
に
今
回
特
集
の
取
材
目
的
を
ご
相
談

す
る
と
、
所
内
か
ら
３
人
の
先
生
を
お
呼
び
に
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
自
由
に
語
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
場
を
作
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
の
は
中
村
昇
先
生
、

高
田
克
彦
先
生
、
足
立
幸
司
先
生
、
そ
し
て
林
先
生
の
４

写真─９　屋外にある試験場、屋外
曝露試験用設備、気象観測システム
や様々な構法を研究するための建物も
並んでいる

写真─11　右から林知行先生、中村昇先生、足立幸司先生、高田克彦先生

写真─８　林知行所長に施設内を案内していただきました写真─10

図─６　森林・林業再生プラン

国
産
材
需
要
拡
大
へ
の
努
力

集
成
材
の
役
割

伝
統
産
業
の
再
評
価

夏の特集
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の
意
味
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

●
「
量
の
時
代
」
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
強
い
と

こ
ろ
に
淘
汰
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
で
す
。
で
は
、
そ

の
競
争
に
参
加
す
る
の
か
、
し
な
い
の
か
と
い
う
選
択
の

問
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
時

代
は
地
球
を
ひ
と
回
り
す
れ
ば
価
格
差
は
平
準
化
し
か
ね

な
い
世
界
で
す
。
競
争
に
参
加
す
る
道
は
、
日
本
だ
け
で

な
く
世
界
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
る
ま
で
闘
い
続
け
る
し

か
な
い
と
い
う
世
界
で
す
。
し
か
し
、
伝
統
産
業
な
ど
の

ニ
ッ
チ
な
世
界
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
れ
ば
、
す
で
に
他

に
は
な
い
、
ま
ね
の
出
来
な
い
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
の
か
と
い
う
の
は

可
能
性
を
は
ら
ん
だ
大
き
な
問
題
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

●
行
政
の
声
が
か
り
は
一
過
的
に
と
ど
ま
り
が
ち
で
す
。

持
続
化
す
る
に
は
、
そ
こ
に
は
持
続
的
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
が
必
要
で
す
。
製
品
開
発
や
、
そ
の
使
い

方
や
、
せ
っ
か
く
他
と
差
別
化
で
き
る
技
術
が
使
わ
れ
て

い
て
も
、
実
際
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
て
い
く
に
は
越
え
ね

ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

扱
い
続
け
る
人
が
い
な
い
こ
と
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
繋
が

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
「
人
」
の
問
題
で
す
。

文
科
省
の
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
そ
っ
て
、
研
究
所
内
に

「
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
創
成
塾
」
事

務
局
を
お
い
て
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
、
第
２
期
塾
生

募
集
中
で
す
。（
写
真
│
12
）
こ
こ
に
は
20
代
〜
30
代
、

40
代
前
半
の
方
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
ン

を
持
ち
寄
っ
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
造
ろ
う
と
い
う
企
画

で
す
。
木
材
事
業
の
人
、
山
の
素
材
生
産
事
業
の
人
、
直

接
的
に
は
関
係
の
な
い
人
も
含
め
た
オ
ー
プ
ン
な
関
係

で
、
単
に
講
義
を
聴
く
と
い
う
座
学
で
は
な
く
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
実
際
に
つ
く
っ
て
い
く
実
践
的
な
演
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
講
師
陣
は
大
学
教
員
で
は
な
く
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
プ
ロ
。
意
識
あ
る
人
た
ち
同
士
が
学
び
あ
う

中
か
ら
、
め
ざ
す
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
形
を
な
し
て
く
る

の
を
待
つ
。
時
間
は
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
人
材
と
そ

の
関
係
の
成
熟
に
は
そ
れ
だ
け
の
時
間
と
投
資
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

今
号
特
集
の
テ
ー
マ
「
集
成
材
と
国
産
材
の
行
方
」
は

重
く
難
題
で
、
一
朝
一
夕
に
は
越
え
ら
れ
な
い
課
題
が
多

く
語
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
取
材
を
通
し
て
見
え
て
き

た
の
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
た
ち
の
真
剣
な
眼
差
し
で
し
た
。

本
誌
「
木
と
合
板
」
は
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
挑
戦
を
追
い

続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。（
編
集
委
員
長　

長
谷
川

麻
紀
）

林先生（秋田県立大学木材高度加工研究所）から、「行ってみてはどうですか」
とご紹介いただいたのが、能代市柳町の老舗料亭「金勇（かねゆう）」である。1890
年（明治23年）に料亭として創業、1937年（昭和12年）に本館が現在のものに建て替え
られた。天然秋田スギなどを豊富に使用し、趣のある外観はもとより、居室の柱、
天井、建具や敷きゴザに至るまで、贅を尽くした「天然秋田杉の殿堂」は、歴史的
木造建築物として評価され、1998年（平成10年）10月、国の登録有形文化財に登録さ
れた。

……………
明治中期、井坂直幹が、秋田杉の特性を活かすとともに機械製材を導入、秋田木

材㈱を創立。多くの製材工場が操業して、木材加工業が発達、能代は、東洋一の「木
都」と呼ばれるようになりました。
金勇の外観は、７つの入母屋が交差した屋根、広縁の下屋の重なり合いが調和し

て３層以上の多重層に感じられ重厚な印象を与えています。秋田杉の良材を有効に
使用した雄大で優雅な造りは、能代の文化と木材加工技術の粋を伝える木都能代を
象徴する歴史的建造物です。
戦時中に軍用施設として徴用された一時期を除き、各種団体の会合、宴会、茶会、

商談、冠婚葬祭等に利用され、県内屈指の老舗料亭として親しまれてきました。（「金
勇」パンフレットより）

写真─12　塾生募集のためのポスター

◆
コラム
◇

国登録有形文化財─

旧料亭「金勇」
往時の栄華を偲ばせる　秋田杉の意匠

持
続
的
な
担
い
手
づ
く
り
の
た
め
に

初出展 !!

8月22・23日、東京ビッグサイトで行われた
「第32回ジャパン建材フェア」に出展しました。
今回は、当館のメインキャラクター「Go-kun」
も登場！ さらに「お絵かきコーナー」を設置す
るなど、博物館のPRを行いました。

出展 !!
夏の特集

JAPAN DIY HOMECENTER SHOW 2014JAPAN DIY HOMECENTER SHOW 2014
8月28日～ 30日3日間、幕張メッセ国際展示場で開催された

「JAPAN DIY HOMECENTER SHOW2014」（一般社団法人日本
ドゥ・イット・ユアセルフ協会主催）に初出展しました。この展示会は、
DIYに関する幅広い商品を一堂に集める「住生活に関する総合展示会」
で、DIYの普及、業界の商談だけでなく、東京・大阪での開催通算50回
目の節目の年として、展示ホールの拡大を図り、多くの企業が出展しま
した。
暮し応援グッズ紹介や親子で体験できる工作コーナーなど数々のテ
ーマゾーンが設けられ、10万人以上の来場者が詰めかけました。
当館は、ミニ小間ゾーンで、おもちゃ遊び体験・ネームプレート作り
体験や木のパズル販売などを通じて、博物館のPRを行いました。
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記
憶
に
残
る

戦
前
の
合
板
工
場

𠮷
田　

太
田
さ
ん
は
、
千
住
ベ
ニ
ヤ
工
業
の
創

業
者
で
あ
る
太
田
桂
助
さ
ん
の
ご
長
男
で
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
私
の
父
・
𠮷
田
猛
も
親
し

く
お
付
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
太
田
桂
助
さ

ん
で
す
が
、
私
自
身
は
よ
く
存
じ
上
げ
な
い
の

で
、
お
話
を
ぜ
ひ
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

太
田　

父
・
太
田
桂
助
が
最
初
に
合
板
関
係
の

仕
事
に
就
い
た
の
は
、
十
五
歳
か
十
六
歳
の
頃
、

大
正
年
間
だ
と
思
い
ま
す
。
永
井
純
一
郎
さ
ん

が
当
時
の
東
京
市
本
所
、
今
の
江
東
区
で
大
正

八
年
に
大
正
ベ
ニ
ヤ
製
作
所
を
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
工
場
は
四
ツ
目
通
り
の
近
く
に
あ
り

ま
し
て
、
大
正
十
年
に
四
ツ
目
合
板
製
作
所
と

改
称
し
て
、
家
具
の
裏
板
や
、
天
井
板
、
額
縁

の
裏
板
、
油
絵
の
キ
ャ
ン
バ
ス
用
の
シ
ナ
合
板

や
、
鏡
台
裏
板
用
の
セ
ン
合
板
を
製
造
販
売
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
へ
父
が
入
っ
た
の
が
、

合
板
業
界
に
身
を
投
じ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
の
関
東
大
震
災
で
工
場
は
焼
失
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
立

ち
上
げ
ら
れ
た
朝
日
ベ
ニ
ヤ
へ
と
、
そ
の
流
れ

が
つ
な
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

　

永
井
さ
ん
は
、
日
本
の
合
板
工
業
発
祥
の
地

で
も
あ
り
ま
す
名
古
屋
ご
出
身
で
、
名
古
屋
で

名
古
屋
剥
板
と
い
う
陶
磁
器
の
輸
出
梱
包
用
合

板
製
造
会
社
を
設
立
さ
れ
た
永
井
純
一
郎
さ
ん

が
、
そ
の
工
場
を
売
却
し
て
東
京
に
出
て
こ
ら

れ
ま
し
て
ね
。
売
却
し
た
そ
の
工
場
は
、
杉
浦

ベ
ニ
ヤ
工
場
と
な
り
ま
し
た
。

𠮷
田　

四
ツ
目
合
板
製
作
所
が
、
朝
日
ベ
ニ
ヤ

の
前
身
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

太
田　

は
い
、
二
代
目
が
永
井
春
雄
さ
ん
で
し

た
。
四
ツ
目
合
板
製
作
所
か
ら
永
井
ベ
ニ
ヤ
製

作
所
、
大
東
ベ
ニ
ヤ
製
作
所
、
朝
日
ベ
ニ
ヤ
、

朝
日
ベ
ニ
ヤ
工
業
、
ア
サ
ヒ
に
社
名
が
変
わ
り

ま
し
た
。

　

元
を
た
だ
せ
ば
、
父
は
大
正
年
間
に
合
板
工

場
を
京
浜
地
区
で
創
業
し
た
先
駆
者
の
一
人
だ

っ
た
永
井
純
一
郎
さ
ん
の
流
れ
を
汲
ん
で
い

る
、
と
思
い
ま
す
。

𠮷
田　

関
東
大
震
災
で
工
場
が
な
く
な
っ
た

後
、
太
田
桂
助
さ
ん
は
ど
う
さ
れ
た
の
で
す
か
。

太
田　

日
東
ベ
ニ
ヤ
に
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

て
、
そ
の
敷
地
に
私
も
住
ん
で
い
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
合
板
工
場
は
、
戦
後
、
岩
手
の

刈
屋
合
板
と
合
併
し
て
足
立
ベ
ニ
ヤ
に
な
り
ま

し
た
。

𠮷
田　

足
立
ベ
ニ
ヤ
は
、
今
の
ホ
ク
ヨ
ー
プ
ラ

イ
ウ
ッ
ド
の
前
身
で
す
ね
。

太
田　

は
い
。
そ
し
て
、
昭
和
十
年
に
太
田
ベ

ニ
ヤ
製
作
所
を
足
立
区
興
野
（
お
き
の
）
で
設

立
し
ま
し
た
。

𠮷
田　

昭
和
十
年
の
こ
と
で
す
か
。

太
田　

は
い
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
太
平
洋
戦

争
が
始
ま
り
ま
し
て
、
昭
和
十
八
年
頃
に
父
は

軍
属
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
赴
き
ま
し
た
の

で
、
工
場
は
、
國
吉
朋
治
さ
ん
に
引
き
受
け
て

も
ら
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後

合
板
工
場
復
興
の
先
陣
を
切
る

𠮷
田　

東
京
都
内
に
あ
っ
た
合
板
工
場
は
第
二

次
世
界
大
戦
中
の
空
襲
で
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
一
年
末
に
は
十
二
工
場

を
数
え
た
と
い
う
く
ら
い
猛
ス
ピ
ー
ド
で
復
興

を
遂
げ
ま
し
た
ね
。
そ
の
先
陣
を
切
っ
た
の
も
、

太
田
桂
助
さ
ん
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

太
田　

父
は
終
戦
の
年
に
す
ぐ
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
一
年
五
月
、
旧
日
光
街

道
か
ら
少
し
入
っ
た
足
立
区
梅
田
に
立
ち
上
げ

た
の
が
有
限
会
社
千
住
ベ
ニ
ヤ
工
業
で
す
。

𠮷
田　

足
立
区
梅
田
で
設
立
さ
れ
た
の
は
、
こ

の
地
に
何
か
ご
縁
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
か
。

太
田　

私
も
終
戦
後
か
ら
中
学
三
年
生
の
頃
ま

で
梅
田
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

𠮷
田　

御
自
宅
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

か
。

太
田　

は
い
。
工
場
を
建
て
た
頃
の
梅
田
は
水

田
が
多
く
、
工
場
の
敷
地
も
湿
地
帯
の
よ
う
な

と
こ
ろ
で
、
雨
が
降
る
と
雷
魚
が
現
れ
る
よ
う

な
池
も
あ
り
ま
し
た
。

𠮷
田　

足
立
区
は
東
京
都
内
で
も
工
場
用
地
を

手
に
入
れ
や
す
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

ね
。

太
田　

今
で
こ
そ
地
下
鉄
が
乗
り
入
れ
て
便
利

に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
か
つ
て
は
東
武
電
車

の
梅
島
駅
が
最
寄
り
駅
で
、
電
車
の
本
数
も
少

な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
荒
川
に
架
か
る
日
光

街
道
の
千
住
新
橋
を
渡
っ
て
北
千
住
ま
で
歩
い

て
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら
電
車
に
乗
っ
て
学
校
へ

通
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

𠮷
田　

ご
創
業
当
初
は
単
板
を
購
入
し
て
合
板

を
製
造
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。

太
田　

は
い
、
昭
和
二
十
三
年
に
千
住
ベ
ニ
ヤ

工
業
株
式
会
社
に
改
称
し
ま
し
て
、
翌
年
六
月

に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
レ
ー
ス
を
新
設
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
か
ら
原
木
を
購
入
し
て
合
板
を
製
造

す
る
合
板
一
貫
工
場
と
な
り
、
昭
和
三
十
六
年

に
千
住
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
に
社
名
を
変
え
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
今
の
八
潮
市
、
当
時
は
埼
玉
県
八

潮
村
で
し
た
が
、
こ
こ
に
も
工
場
を
造
り
、
昭

和
三
十
八
年
か
ら
合
板
の
生
産
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、荒
川
区
に
あ
っ
た
木
方（
き
ほ
う
）

ベ
ニ
ヤ
を
合
併
し
て
千
住
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
荒
川

工
場
と
し
ま
し
た
。

　

𠮷
田
猛
さ
ん
が
八
潮
村
に
八
潮
プ
ラ
イ
ウ
ッ

ド
を
設
立
さ
れ
た
の
も
、
同
じ
頃
で
し
た
ね
。

𠮷
田　

𠮷
田
猛
が
最
初
に
合
板
製
造
に
乗
り

出
す
契
機
に
な
っ
た
の
は
島
根
県
大
社
町
に
あ

っ
た
山
陰
ベ
ニ
ヤ
の
東
京
進
出
で
し
た
。
昭

和
三
十
年
の
東
京
移
転
に
あ
た
っ
て
太
田
桂
助

さ
ん
、
初
修
一
さ
ん
、
安
井
三
郎
さ
ん
、
片
岡

脩
さ
ん
た
ち
と
共
に
資
本
参
加
を
し
、
販
売
協

力
に
当
た
る
こ
と
で
話
が
ま
と
ま
り
、
大
日
本

ベ
ニ
ヤ
工
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

当
初
か
ら
相
談
に
乗
っ
て
い
た
父
が
、
昭
和

三
十
二
年
に
丸
吉
グ
ル
ー
プ
の
系
列
工
場
と
し

て
引
き
受
け
た
そ
う
で
す
。

太
田　

昭
和
三
十
年
代
は
新
し
い
合
板
工
場
が

続
々
と
誕
生
し
た
時
代
で
し
た
。

𠮷
田　

随
分
で
き
ま
し
た
ね
。
𠮷
田
猛
の
関

係
だ
け
で
も
大
日
本
ベ
ニ
ヤ
工
業
に
つ
づ
い
て

昭
和
三
十
三
年
に
晴
海
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
、
昭
和

三
十
八
年
に
は
八
潮
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
と
矢
継
ぎ

早
に
合
板
工
場
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
年
代
、
都
内
に
三
十
五
工
場
が
あ

っ
た
な
か
で
も
、
千
住
さ
ん
が
都
内
で
も
群
を

抜
い
て
大
き
い
合
板
工
場
で
し
た
で
し
ょ
う
。

太
田　

そ
う
で
す
ね
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
秋

田
県
本
庄
市
に
あ
っ
た
ブ
ナ
合
板
工
場
の
本
庄

合
板
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
切

っ
掛
け
で
秋
田
に
進
出
し
ま
し
て
、
今
の
秋
田

プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
の
前
身
と
な
る
太
田
産
業
を
設

立
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
三
ツ
目
通
り
沿
い
の

江
東
区
木
場
三
丁
目
に
あ
っ
た
大
洋
木
材
工
業

を
引
き
受
け
て
大
洋
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
も
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
父
は
、
戦
時
中
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

木
造
船
用
の
合
板
を
作
っ
て
い
た
そ
う
で
、
南

方
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
海

外
に
も
進
出
し
ま
し
て
ね
。
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ー

ル
水
道
を
越
え
た
マ
レ
ー
半
島
の
イ
ポ
ー
と
い

う
と
こ
ろ
で
、
現
地
の
華
僑
の
方
と
の
合
弁
で
、

セ
ン
ト
ー
サ
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
三
、四
年
く
ら
い
し
か
続
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
戦
後
日
本
か
ら
一
番
乗
り

で
海
外
に
合
板
工
場
を
実
現
し
ま
し
た
。

𠮷
田　

東
京
都
内
で
合
板
工
場
を
立
ち
上
げ
た

先
駆
者
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
戦
後
の
日
本
か

ら
合
板
工
場
を
海
外
へ
進
出
さ
せ
た
と
い
う
こ

と
で
も
先
駆
者
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

太
田　

は
い
、
新
し
い
も
の
に
果
敢
に
挑
ん
で

い
く
開
拓
者
精
神
の
持
ち
主
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
金
融
的
に
援
助
し
た
こ
と

か
ら
千
住
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
の
傍
系
会
社
に
な
っ

て
い
た
木
材
販
売
会
社
、
新
高
木
材
の
経
営
が

行
き
詰
ま
り
ま
し
て
ね
。
そ
の
責
任
を
取
る

形
で
父
が
引
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
昭
和

四
十
二
年
に
西
北
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
の
井
上
博
さ

ん
に
入
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
セ

イ
ホ
ク
グ
ル
ー
プ
の
合
板
工
場
へ
の
流
れ
に
な

っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

𠮷
田　

太
田
桂
助
さ
ん
が
設
立
さ
れ
た
千
住
ベ

ニ
ヤ
工
業
か
ら
始
ま
っ
た
流
れ
は
、
日
本
最
大

の
合
板
メ
ー
カ
ー
グ
ル
ー
プ
に
成
長
し
た
セ
イ

ホ
ク
グ
ル
ー
プ
に
受
け
継
が
れ
て
、
今
に
至
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

合
板
業
界
人
の
育
成
に

大
き
く
貢
献

𠮷
田　

井
上
博
さ
ん
が
合
板
工
場
を
立
ち
上
げ

た
の
は
い
つ
で
し
た
か
。

太
田　

最
初
に
西
北
ベ
ニ
ヤ
工
業
を
設
立
し
て

単
板
工
場
を
足
立
区
宮
城
に
建
設
し
た
の
が
昭

和
二
十
九
年
。
合
板
一
貫
工
場
と
し
て
生
産
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
十
一
年
で
し
た

ね
。

𠮷
田　

井
上
博
さ
ん
、
東
合
交
易
の
沼
上
英
雄

さ
ん
、
ボ
ー
ド
商
会
の
只
腰
満
嘉
さ
ん
、
島
田

薫
一
さ
ん
、
笹
尾
寛
さ
ん
は
、
戦
後
の
合
板
業

界
の
発
展
を
生
産
あ
る
い
は
流
通
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
支
え
て
こ
ら
れ
た
方
々
で
す
。
こ

の
方
た
ち
は
み
な
さ
ん
太
田
桂
助
さ
ん
の
も
と

で
修
業
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

太
田　

こ
の
方
た
ち
は
、
戦
前
、
商
科
の
名
門

と
謳
わ
れ
た
横
浜
市
立
商
業
学
校
時
代
か
ら
の

お
仲
間
で
す
。
只
腰
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
横
浜

ベ
ニ
ヤ
商
会
と
い
う
合
板
販
売
会
社
を
経
営
し

て
い
た
関
係
で
、
只
腰
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
み

な
さ
ん
合
板
業
界
に
入
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

終
戦
後
、
ラ
ワ
ン
材
を
使
う
よ
う
に
な
る
ま

で
し
ば
ら
く
の
間
は
、
北
海
道
の
雑
木
が
合
板

の
材
料
で
し
た
の
で
昭
和
二
十
三
年
に
太
田
桂

助
の
も
と
で
太
田
機
関
を
立
上
げ
、
そ
こ
で
井

上
さ
ん
、
沼
上
さ
ん
、
只
腰
さ
ん
が
、
北
海
道

合
板
工
場
の
生
み
の
親
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合
板
輸
出
で

日
本
の
外
貨
獲
得
に
寄
与

𠮷
田　

太
田
さ
ん
ご
自
身
の
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。
失
礼
で
す
が
、
お
幾
つ
に

な
ら
れ
ま
し
た
か
。

太
田　

私
は
昭
和
七
年
生
ま
れ
、
今
年
八
十
二

歳
で
す
の
で
一
期
一
会
で
み
な
さ
ん
と
お
会
い

し
て
お
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
い

ま
す
。

𠮷
田　

私
が
小
学
生
の
頃
、
先
日
亡
く
な
ら
れ

た
国
井
さ
ん
が
千
住
ベ
ニ
ヤ
工
業
の
営
業
担
当

で
う
ち
に
も
よ
く
み
え
ま
し
た
が
、
や
は
り
老

舗
問
屋
さ
ん
と
の
取
引
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た

で
し
ょ
う
。

太
田　

問
屋
さ
ん
の
社
長
さ
ん
に
も
個
性
が
あ

り
ま
し
て
ね
、
ご
贔
屓
い
た
だ
い
て
い
る
問
屋

さ
ん
は
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
違
い
ま
し
た
。

　

当
社
の
場
合
は
、
丸
吉
さ
ん
と
の
お
取
引
が

一
番
多
か
っ
た
で
す
ね
。
私
も
、
吾
妻
橋
に
あ

っ
た
丸
吉
さ
ん
へ
は
何
度
か
伺
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
当
時
の
合
板
仕
入
れ
担
当
を
さ
れ
て

い
た
の
は
布
谷
泰
一
さ
ん
で
し
た
ね
。

𠮷
田　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
よ
く
御
存
知
で
す

ね
。

太
田　

ヤ
マ
キ
ベ
ニ
ヤ
さ
ん
、
ヤ
ス
ヰ
ベ
ニ
ヤ

店
さ
ん
、
江
川
ベ
ニ
ヤ
さ
ん
、
国
府
田
商
店
さ

ん
、
山
口
商
店
さ
ん
に
も
顔
を
出
し
て
い
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。

𠮷
田　

当
時
、
太
田
さ
ん
ご
自
身
は
ど
の
よ
う

な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

太
田　

私
は
大
学
を
出
て
千
住
ベ
ニ
ヤ
工
業
の

現
場
に
入
り
ま
し
て
、
当
時
、
米
国
向
け
、
英

国
向
け
の
ラ
ワ
ン
の
ド
ア
サ
イ
ド
の
輸
出
を
手

掛
け
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
輸
出
関
係
の
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

𠮷
田　

米
国
で
は
ラ
ワ
ン
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ

ホ
ガ
ニ
ー
と
呼
ば
れ
て
高
い
も
の
だ
っ
た
と
い

う
話
を
国
井
さ
ん
か
ら
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

太
田　

本
物
の
マ
ホ
ガ
ニ
ー
は
高
級
品
で
す
か

ら
ね
、
そ
の
代
替
品
と
し
て
戦
前
か
ら
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　

輸
出
に
は
枠
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
枠
を
商

社
各
社
が
も
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
当
社
の

よ
う
に
合
板
を
輸
出
す
る
合
板
メ
ー
カ
ー
各
社

の
輸
出
量
を
調
整
す
る
輸
出
枠
管
理
の
た
め
の

部
署
を
も
つ
東
京
都
合
板
工
業
共
同
組
合
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
組
合
の
輸
出
枠
と
商
社
の
枠

と
が
結
び
付
か
な
い
と
輸
出
ラ
イ
セ
ン
ス
が
取

れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
私
は
、
商
社
各
社
を
回

っ
て
輸
出
の
注
文
取
り
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
年
代
に
入
る
ま
で
は
、
メ
ー
カ
ー

と
問
屋
さ
ん
と
の
直
接
取
引
が
多
か
っ
た
で

す
。
そ
れ
が
、
合
板
の
輸
出
が
活
発
化
す
る
に

つ
れ
、
輸
出
関
係
の
結
び
つ
き
か
ら
商
社
さ
ん

が
メ
ー
カ
ー
と
問
屋
さ
ん
の
間
に
入
る
よ
う
に

な
っ
て
、
今
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

𠮷
田　

千
住
さ
ん
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
岩

井
産
業
と
の
関
係
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
が
。

太
田　

そ
う
で
す
ね
、
輸
入
丸
太
も
買
っ
て
い

ま
し
た
し
、
輸
出
に
関
し
て
も
岩
井
産
業
さ
ん

を
通
し
て
の
も
の
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

戦
後
、
日
本
か
ら
の
合
板
輸
出
の
契
機
に
な

っ
た
の
が
朝
鮮
動
乱
で
し
た
。

𠮷
田　

日
本
の
合
板
輸
出
は
凄
か
っ
た
で
す

ね
。

太
田　

我
々
合
板
工
場
は
、
日
本
の
外
貨
獲
得

に
貢
献
し
た
と
い
う
こ
と
で
「
輸
出
貢
献
企
業
」

の
感
謝
状
を
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
時
代
で
す
か
ら
昭
和
三
十
年
代
は
外
貨
の
国

外
持
ち
出
し
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
我
々
が
海
外
に
出
か
け
る
場
合
は
、
特
別

に
外
貨
割
り
当
て
を
頂
い
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
特
に
当
時
は
合
板
業
界
の
み
な
さ
ん
が
南

洋
材
産
地
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
ボ

ル
ネ
オ
（
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
）
へ
視
察
に
出
か

け
ま
し
た
。

　

日
本
の
合
板
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
か
ら

航
空
機
の
部
材
と
し
て
研
究
さ
れ
た
り
、
使
わ

れ
た
り
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う

関
係
で
合
板
工
場
を
始
め
た
メ
ー
カ
ー
が
東
京

に
も
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。

𠮷
田　

零
戦
（
ぜ
ろ
せ
ん
）
の
補
助
タ
ン
ク
や

上
陸
用
舟
艇
に
も
合
板
が
使
わ
れ
ま
し
た
ね
。

太
田　

終
戦
の
と
き
、
丸
増
ベ
ニ
ヤ
さ
ん
の
合

板
工
場
が
高
崎
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
日

本
軍
関
係
の
合
板
製
造
を
東
京
で
始
め
た
関
係

か
ら
、
軍
命
令
で
高
崎
に
工
場
を
疎
開
し
た
か

ら
だ
そ
う
で
す
。
終
戦
後
、
東
京
に
戻
ら
れ
て

合
板
工
場
を
再
開
、
合
板
工
場
と
問
屋
業
を
始

め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

朝
鮮
動
乱
の
時
期
に
米
軍
向
け
合
板
を
供
給
し

た
の
を
切
っ
掛
け
に
、
そ
れ
ま
で
は
水
に
弱
い
、

安
物
の
代
名
詞
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
「
ベ

ニ
ヤ
板
」
で
し
た
が
、
合
成
樹
脂
接
着
剤
を
使

う
よ
う
に
な
っ
て
、
し
っ
か
り
し
た
合
板
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
耐
水
性
を
実

証
し
た
の
が
木
材
・
合
板
博
物
館
の
あ
る
新
木

場
タ
ワ
ー
一
階
に
レ
プ
リ
カ
が
展
示
さ
れ
て
い

る
『
マ
ー
メ
イ
ド
号
』
で
し
た
。

　

当
時
は
、
名
古
屋
は
合
板
発
祥
の
地
で
も
あ

り
大
型
工
場
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
し
、
大
阪

に
も
、
静
岡
県
の
清
水
に
も
か
な
り
の
合
板
工

場
が
あ
り
ま
し
た
。

𠮷
田　

名
古
屋
の
中
村
合
板
、
東
洋
合
板
、
清

水
の
野
田
合
板
、
九
州
に
は
段
谷
産
業
が
あ
り

ま
し
た
ね
。

太
田　

西
日
本
に
は
大
型
合
板
工
場
が
比
較
的

多
か
っ
た
で
す
ね
。

東
京
か
ら

東
北
の
大
型
合
板
工
場
へ

𠮷
田　

こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
千

住
グ
ル
ー
プ
に
端
を
発
し
た
会
社
は
今
も
隆
々

と
し
て
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
東

京
都
内
に
あ
っ
た
合
板
工
場
も
合
板
問
屋
も
、

数
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

太
田　

都
内
に
あ
っ
た
合
板
関
係
の
大
半
の
会

社
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
社
も
、

昭
和
五
十
八
年
に
系
列
会
社
の
江
東
プ
ラ
イ
ウ

ッ
ド
、
荒
川
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
、
東
京
ア
イ
デ
ィ

ア
ル
ウ
ッ
ド
と
合
併
し
て
江
東
区
プ
ラ
イ
ウ
ッ

ド
と
な
り
、
さ
ら
に
社
名
を
東
京
ボ
ー
ド
工
業

に
変
更
し
て
か
ら
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
の
生

産
を
始
め
ま
し
た
。

海
外
に
価
値
を
認
め
ら
れ
た
日
本
の
合
板

の
単
板
工
場
か
ら
の
シ
ナ
、
セ
ン
、
タ
モ
な
ど

の
単
板
仕
入
れ
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

𠮷
田　

そ
れ
が
、
ボ
ー
ド
商
会
、
あ
る
い
は
後

の
東
合
交
易
へ
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
太
田
桂

助
さ
ん
は
戦
後
い
ち
早
く
合
板
工
場
復
興
に
立

ち
上
が
っ
た
方
で
あ
り
、
同
時
に
東
京
を
中
心

と
す
る
合
板
業
界
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
っ
た

業
界
人
も
育
て
上
げ
た
方
で
す
ね
。

　

太
田
桂
助
さ
ん
が
合
板
業
界
で
発
展
の
推
進

役
を
果
さ
れ
た
功
績
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
合

板
業
界
の
変
遷
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
、

当
博
物
館
の
展
示
資
料
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

𠮷
田　

千
住
さ
ん
は
昔
か
ら
大
工
場
で
し
た

が
、
野
原
で
単
板
を
立
て
か
け
て
天
日
乾
燥
し

て
い
る
小
さ
い
工
場
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

ね
。

太
田　

江
東
区
有
明
に
あ
っ
た
晴
海
プ
ラ
イ
ウ

ッ
ド
さ
ん
は
、
上
げ
潮
や
引
き
潮
に
関
係
な
く

丸
太
を
工
場
に
運
べ
た
の
で
、
非
常
に
立
地
条

件
の
良
い
工
場
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
の
八
潮
工
場
へ
は
東
京
湾
か
ら
隅
田
川

を
遡
っ
て
、
さ
ら
に
綾
瀬
川
に
入
っ
て
丸
太
を

運
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
コ

ス
ト
差
も
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う

い
う
こ
と
か
ら
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
昭
和

四
十
年
代
に
か
け
て
東
京
都
内
の
大
型
合
板
工

場
が
こ
ぞ
っ
て
東
北
方
面
へ
進
出
し
、
移
転
し

ま
し
た
。

𠮷
田　

東
北
が
東
日
本
の
合
板
の
一
大
生
産
地

へ
と
変
貌
を
遂
げ
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
る

ま
で
日
本
の
合
板
の
約
三
割
を
生
産
す
る
ま
で

に
成
長
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

２
・７
か
ら
２
７
へ

合
板
本
来
の
機
能
を
発
揮

太
田　

ま
た
昭
和
四
十
年
代
は
、
歩
留
ま
り
を

上
げ
る
た
め
に
い
か
に
薄
く
す
る
か
に
注
力
し

て
き
た
薄
物
合
板
全
盛
の
時
代
か
ら
、
新
し
い

合
板
の
用
途
開
発
が
進
め
ら
れ
た
時
期
で
す
。

𠮷
田　

本
来
は
厚
さ
三
ミ
リ
の
「
小
三
分
」
と

呼
ば
れ
た
薄
物
合
板
に
許
容
範
囲
が
設
け
ら
れ

た
た
め
に
二
・
七
ミ
リ
に
、
二
・
六
ミ
リ
に
、
二
・

五
ミ
リ
に
と
、
機
械
が
良
く
な
る
に
つ
れ
て
薄

い
ほ
う
へ
薄
い
ほ
う
へ
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た

ね
。

太
田　

家
具
の
裏
板
、
押
入
れ
の
中
仕
切
り
、

階
段
の
裏
側
、
天
井
な
ど
化
粧
用
に
使
わ
れ
る

薄
物
に
は
二
・
三
ミ
リ
と
い
う
薄
い
も
の
ま
で

で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
二
・
七
ミ
リ

が
各
合
板
工
場
の
主
流
で
し
た
。
そ
の
頃
、
銀

座
に
「
ツ
ー
セ
ブ
ン
」
と
い
う
名
前
の
バ
ー
も

あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
業
界
人
が
必
ず
来
て
い
た

も
の
で
す
。

𠮷
田　

私
も
そ
の
お
店
へ
井
上
博
さ
ん
と
一
緒

に
行
き
ま
し
た
。
技
術
的
な
革
新
が
い
ろ
い
ろ

あ
っ
て
、
五
・
五
ミ
リ
の
中
厚
、
そ
こ
か
ら
六

ミ
リ
、
七
ミ
リ
の
野
地
用
合
板
が
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
さ
ら
に
十
二
ミ
リ
の
型
枠
用
合
板

が
登
場
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
畳
下
地
に
数

多
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

太
田　

型
枠
用
合
板
の
も
つ
強
度
を
十
二
ミ
リ

の
構
造
用
合
板
へ
と
進
化
さ
せ
た
こ
と
で
、
合

板
の
需
要
が
次
の
段
階
に
移
っ
て
生
き
延
び
た

面
が
あ
り
ま
す
。

𠮷
田　

構
造
用
合
板
が
徐
々
に
認
知
度
を

高
め
、
今
で
は
合
板
の
厚
さ
二
十
四
ミ
リ
、

二
十
七
ミ
リ
と
い
う
厚
さ
で
す
か
ら
ね
。
こ
こ

十
年
ほ
ど
で
よ
う
や
く
『
ネ
ダ
ノ
ン
』
の
よ
う

に
合
板
本
来
の
機
能
を
発
揮
す
る
使
わ
れ
方
が

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

太
田　

そ
う
で
す
ね
。
ま
た
最
近
、
建
築
現
場

で
目
に
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ス
ギ
合
板
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
国
産
材
へ
の
転
換
は
順

調
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

𠮷
田　

国
産
材
の
需
要
が
高
ま
る
と
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
の
燃
料
に
も
影
響
が
出
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

太
田　

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
植

林
に
つ
い
て
も
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

𠮷
田　

木
材
・
合
板
博
物
館
で
は
「
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
植
林
」
に
よ
る
木
育
を
通
じ
て
広
く

一
般
の
方
々
に
木
を
育
て
て
有
効
に
利
用
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
林

業
や
木
材
産
業
に
携
わ
っ
て
い
る
企
業
の
人
材

育
成
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
役
立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
、「
ウ
ッ
ド
マ
ス

タ
ー
講
習
会
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

日
本
の
木
材
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
教
育
活
動
の
一
つ
と
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。

　

丸
太
を
か
つ
ら
剥
き
に
し
た
ベ
ニ
ヤ
（
単
板
）

と
、
単
板
の
繊
維
を
交
互
に
直
角
方
向
に
重
ね

て
接
着
剤
で
固
め
た
合
板
（
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
）

の
違
い
が
、
未
だ
に
理
解
さ
れ
ず
に
混
同
さ
れ

て
い
ま
す
。
木
材
・
合
板
博
物
館
の
展
示
資
料

な
ど
を
通
じ
て
正
確
な
合
板
の
情
報
を
発
信
し

て
、
も
っ
と
も
っ
と
世
の
中
の
人
た
ち
、
特
に

若
い
人
た
ち
に
合
板
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
実
際
に
見
て
、
触
っ
て
、
体
感
で
き
て
、

楽
し
み
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う

な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
戦
後
の

東
京
都
内
か
ら
始
ま
っ
た
合
板
工
場
の
移
り
変

わ
り
を
時
系
列
に
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
て
、

木
材
・
合
板
博
物
館
の
展
示
資
料
と
し
て
後
世

に
語
り
継
げ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
１ 

「
合
板
五
十
年
史
」日
本
合
板
工
業
会 

昭
和
三
十
四

年
十
月　

※
２
、３
、４ 

「
T
O
K
Y
O
合
板
工
場
み
て
あ

る
記
」合
板
タ
イ
ム
ズ
社 

昭
和
三
十
九
年
二
月
よ
り
転
載

東京合板工場分布図　※4


